
様式１ 令和７年度　　山梨県立富士河口湖高等学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

①　わかりやすく、学習意欲を高める授業となるよう
にICTの効果的な活用に努める。

管理職との面談（教科
指導）　相互授業参観
でのコメント交換

②　授業や総合的な探究の時間において、調べ学
習やレポート作成、プレゼンテーションなど、生徒が
ICT端末を効果的に活用できるよう努める。

相互授業参観と学校
評価アンケート（教員）

③　学力向上につながるよう授業や家庭学習にお
いてClassi（クラッシー）の学習動画やAIドリルなど
に取り組むよう努める。

学校評価アンケート
（保護者、教員、生徒）
授業アンケートの実施

①　調べ学習や講演会、校外学習などを通して、将
来の職業や高校卒業の進路について考える機会の
充実に努める。

学校評価アンケート
（教員、生徒）

②　個に応じた適切な進路選択ができるよう、進路
相談やカウンセリング、三者懇談などの充実に努め
る。

学校評価アンケート
（保護者、教員、生徒）

①　学習との部活動の両立が図れるよう、メリハリ
のあるバランスのとれた活動計画を立て、見通しを
立てて活動するよう努める。

学校評価アンケート
（教員、生徒）

②　生徒が主体的で意欲的に生徒会活動や学校行
事に取り組めるよう努める。

学校評価アンケート
（教員、生徒）

①　各種講演会や朝読書、昼のニュース、読書会な
どを通して、幅広い教養やゆたかな心、を育むよう
努める。

学校評価アンケート
（教員、生徒）、事前事
後アンケート

②　授業や総合的な探究の時間（KIP）などにおい
て、社会における諸課題に目を向け、論理的思考
力や課題解決力が身につけられるよう努める。

各成果研究発表会等

留意点 （１）重点目標と評価項目については、各学校の現状と課題に基づき、実情に合わせて重点化し、設定する。

（２）学校関係者評価については、年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し、評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価委員会等を開催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

生徒会活動や委員会活動、部活動を通して培われる責
任感やリーダーシップは、学習意欲や学業面にも好影響
を与えており、学習と学校活動の両立が図られている点
は大きく評価できる。河口湖高校は文武両道を実現しや
すい学校としての強みがあり、生徒の主体性・自主性を
育てるバランスの取れた教育実践が行われている。部活
動では外部指導者の活用やガイドラインの共有が安心
感につながる一方、生徒数減少による運営上の課題か
ら、活動の精選も今後の検討課題である。生徒会行事や
部活動の成果は高く、教職員が一体となった支援も印象
的であるが、その背景には教員の負担も想定される。今
後は、生徒の自己管理力育成や体制の工夫を進め、学
習・生徒会・部活動が相乗効果を生む教育の継続が期
待される。

子どもたちが将来を見据え、社会の一員として主体的に
考え行動できる力を育むため、探究活動や講演会、読書
活動などを通した社会理解の深化が重視されている。専
門家による講話やグループ探究は生徒に良い刺激を与
え、課題発見力や協働する力の育成につながっている。
朝読書の定着により活字に親しみ、表現力やコミュニ
ケーション力が養われている点も評価できる。一方で、新
聞やニュースに触れる機会が減少する中、高校段階で社
会情勢や地域課題に向き合う学習の意義は大きい。KIP
を中心とした三年間を見通した計画的な取組は、社会へ
の関心を高め、将来の進路や生き方を考える基盤となっ
ている。今後は、地域教材の活用や関係機関との連携を
さらに深め、生徒が地域課題を提案・発信できる実践的
な学びの充実が期待される。

BYODの活用が進み、生徒一人一人の理解度に応じた
学びが充実してきていることは大きな成果であり、生徒・
保護者の評価やアンケート結果からも、その効果が確認
できる。生徒は小中学校段階からICT機器に慣れており、
主体的に学習へ取り組む姿勢が育っている点も評価でき
る。一方で、授業準備や家庭学習への活用、端末を十分
に用意できない生徒への対応など、教員の負担や運用
面の課題も指摘されている。ICTはあくまで道具であり、
教科特性や学習場面を意識した活用が重要である。得
意な生徒や教員が活用を牽引する体制づくりや、家庭で
の使い方の共有、学校全体で負担を軽減する仕組みづく
りを進めることで、個別最適な学びのさらなる充実が期待
される。

子どもたちが将来を主体的に考えられるよう、早期から
のキャリア教育の充実が強く求められている。職業講話
や体験学習など、実社会や地域とつながる学びは生徒
の関心を高め、進路意識の形成に有効である。一方で、
個々の興味や理解の差に応じた相談対応には難しさも
あり、担任ごとの差や情報提供の不足を指摘する声も見
られる。進路指導では、きめ細かな面談や心理的支援を
含めた体制の充実が重要であり、生徒一人一人の自己
理解や価値観を深める指導が納得感のある進路選択に
つながる。地域に根ざしたキャリア教育を小中高で連携
し、保護者や地域を巻き込みながら継続的に推進すると
ともに、成果や取組を積極的に発信していくことが今後の
課題である。
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心のゆたかな人間を育てる。（社会で活躍できる、地域に貢献できる人づくり） 山梨県立富士河口湖高等学校校長　加藤　幸一

学校関係者評価

実施日　（令和８年３月２４日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

将来に向けて社会に目を向ける態度の育成

個別最適な学びにつながるＢＹＯＤの活用

・授業等におけるICTの利活用は高まりつ
つあり、一定の成果が見られる。今後も継
続的な授業改善に取り組んでいく。
・一方で、BYODの活用については、生徒
と教員の受け止めに差があり、今後は研
修等教員への支援や活用方法の整理が
課題である。
・Classiを授業で活用している教員は少な
い。研修や授業参観を通して検討を行って
きたが、十分な成果には至っていない。今
後は、代替となるツールの導入も含め、活
用方法を検討する。

将来の進路選択に向けたキャリア教育の充実

学習と生徒会活動が相乗効果をもたらす教育の実践

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

1 B

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

評価

年度末評価（２月１３日現在）

・進路に対する意識や準備は着実に進ん
でおり、この取組の方向性は概ね適切で
あると捉えている。生徒一人ひとりの状況
に応じた進路支援の流れを維持し、さらな
る充実と向上を目指していきたい。
・一方で、保護者の不安や期待に応えるた
め、進路説明会や個別相談の充実、進路
情報の定期的な発信、関係資料の整理・
共有などの支援体制の強化を図る必要が
ある。

自己評価結果

・授業におけるICTの活用は、各教員の取
組により活用頻度が向上し、生徒の学習
意欲の向上につながっている。
・BYODの活用は、生徒の主体的な端末
使用が増え、生徒・保護者からの評価も
上向きである。一方で、授業準備等の負
担から、教員側の取り組みには課題があ
る。
・Classiの活用を促した結果、生徒・保護
者から一定の評価は得られているものの
十分とは言えない。また、学習機能におけ
る教員の利活用には課題が残っている。

B

A

A

・部活動ガイドラインに基づいた年間活動
計画の作成と計画的な運営を継続し、部
活動と学習の両立がより一層図られるよう
努める。生徒が主体的に練習内容や活動
運営に関わる取組を推進し、自主性・協調
性・責任感の育成を図る。
・活動内容や運営方法を定期的に振り返
り、教員の負担軽減にも配慮しながら、生
徒会活動の質の向上と持続可能な運営の
充実を目指す。

・朝読書の取組を継続・充実させることで、
落ち着いた学習環境の定着を図るととも
に、生徒一人ひとりが読書を通して思考を
深める機会の確保に努める。
・探究活動においては、生徒が主体的に
課題を設定し、地域の協力を得ながらグ
ループで協働して解決に取り組む学習を
推進することで、学びへの主体性を高め、
将来を見据えたキャリア形成につながる
力の育成を図る。

2

将来の進路選択に向けたキャリア教育
の充実

・生徒から高い評価が得られており、生徒
の進路に対する意識や関心を高めること
につながっている。保護者の評価も上向
いている。
・各学年に応じた進路指導により、進路行
事については生徒および教員から好評価
が示されている。一方で、保護者の評価
はやや低く、今後は情報提供の工夫が課
題である。

個別最適な学びにつながるＢＹＯＤの
活用

・部活動ガイドラインに沿って年間活動計
画を作成し、概ね計画に基づいた運営を
行ってきた。その結果、部活動と学習の両
立が図られていると捉えている。
・生徒・教員共に生徒会活動や学校行事
に対して生徒が意欲的に取り組んでいる
と捉えているようである。

・朝読書の取組により、落ち着いた学校生
活が定着しつつあり、読書習慣の少な
かった生徒も本に親しむ姿が見られるよう
になっている。
・探究活動では、グループで役割を意識し
た協働的な学習が進み、生徒自身が設定
した課題に主体的に取り組むことで、キャ
リア教育の観点からも効果が見られる。

3

学習と生徒会活動が相乗効果をもたら
す教育の実践

4

将来に向けて社会に目を向ける態度
の育成


